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令和 3年(2021 年)12 月 1日

総 務 委 員 会 資 料

企 画 部 企 画 課

（仮称）中野区人権及び多様性を尊重するまちづくり条例案に盛り込むべき主な事項に

ついて

（仮称）中野区人権及び多様性を尊重するまちづくり条例（以下「人権多様性条例」と

いう。）案に盛り込むべき主な事項について、下記のとおり取りまとめたので報告す

る。

１ 「人権多様性条例の考え方」に関する意見交換会等の実施結果

（１）意見交換会

（２）区民から寄せられた意見

件数：０件

（３）関係団体からの意見聴取

団体数：９団体（電子メール７団体 ファクス１団体 文書１団体）

（４）人権多様性条例案に対する主な意見の概要及びそれに対する区の考え方

別紙１のとおり

２ 「人権多様性条例の考え方」からの主な変更点

なし

３ 人権多様性条例案に盛り込むべき主な事項

① 前文

② 目的

③ 基本理念

④ 区の責務

⑤ 区民の責務

⑥ 事業者の責務

⑦ 施策の推進のための取組

日 時 場 所 参加人数

１０月２２日（金） １９時～ 南中野区民活動センター １人

１０月２３日（土） １０時～ 区役所会議室 ３人

１０月２５日（月） １９時～ 野方区民活動センター １人

計 ５人
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⑧ 調査研究等

⑨ 中野区人権施策推進審議会

⑩ 相談等に対する体制の整備

⑪ 相談等の処理

⑫ 委任

※詳細は、別紙２のとおり

４ パブリック・コメント手続の実施

人権多様性条例案に盛り込むべき主な事項に対するパブリック・コメント手続を、令

和３年１２月６日（月）から令和４年１月４日（火）まで実施する。区民への周知につ

いては、なかの区報１２月５日号及びホームページへの掲載ほか、区民活動センター等

で資料を公表する。

５ 今後のスケジュール（予定）

令和３年１２月 パブリック・コメント手続の実施

令和４年 ２月 第１回定例会に条例（案）提案



別紙１

番号 意見の概要 区の考え方

1

日本国憲法の理念について「崇高」とす
る表現はいらないと思う。崇高には現実
離れしたイメージ等があり、多様性を尊
重する社会という「現実」と合わないの
ではないか。

この条例は、憲法の理念の下に現実的に
目指すべき地域社会を実現するための考
え方などを示しているものである。

2

この条例をつくる必要性について、もう
少し述べられていた方がよいのではない
か。例えばインターネットを悪用した人
権侵害やコロナ等の差別などを明記して
はどうか。

条例内容の浸透に当たっては、人権課題
や社会的背景にも配慮していきたい。

1

中野区の地域性をもう少し明記したうえ
で、区民・事業者などが共に活動した
り、誰もがかかわりを持つことに意味が
あるような文言が入れられるとよい。

基本構想の「人と人がつながり、新たな
活力が生み出されるまち」を実現するた
めの取組と合わせて、条例内容の普及を
図るためＰＲの方法などを工夫していき
たい。

1
様々な要因が列記されているが、その中
に思想・信条を加えてはいかがか。

今回は検討していないが、今後の課題の
中で研究していきたい。

2

中野区男女平等基本条例と別に新たな条
例をつくることの意味がもう少し分かる
ような文言があるとよい。性自認の問題
や女性に対する暴力、ジェンダー平等、
SDGｓの課題などがあるからこそ、とい
うような表現の追加を検討してほしい。

この条例は、人権全体に係る基礎的な位
置づけとなる条例と考えている。男女平
等基本条例など既存の条例との違いは明
記しないが、各々の条例と合わせて周知
を図り、相乗的な効果を生み出していき
たい。

3

「複合的な」要因を捉える視点は重要で
ありぜひしっかりと取り組んでほしい。

複合的な要因による課題解決も重要であ
りその視点に立って条例運用に取り組ん
でいく。

1

必要な施策を総合的に推進するとある
が、説明でもどのような施策と関連させ
ていくことが書かれていないがどうか。

2

具体的な施策のイメージがつかみにくい
という印象がある。人権に関してはこれ
まで同様の条例や施策が作られている
が、それらとの整合性や連携が見えな
い。

3
中野区男女平等基本条例との関係はどう
か。より包括的なものなのか。

「（仮称）中野区人権及び多様性を尊重するまちづくり条例の考え方」に係る意
見交換会等における主な意見の概要と区の考え方

１「前文」について

２「目的」について

３「基本理念」について

４「区の責務」について

人権や多様性を尊重するため、関連する
条例等としては、男女平等基本条例、自
治基本条例の他、障害を理由とする差別
の解消に関する法律等、また今後策定さ
れる多文化共生の推進に向けた基本方針
などがある。今後、これらと関連させた
施策を進めていく。
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番号 意見の概要 区の考え方

1

「区民は、地域社会の一員として、交
流、つながり等を通じて、目的とする中
野のまちの実現に寄与するよう努めるも
のとする。」という条文案が抽象的と感
じた。区や事業所の責務として、人権及
び多様性を尊重すると記載しているの
で、区民も人権や多様性を受け止め、地
域の活動を通じて理解を示すなど、人権
と多様性という記載を入れた方がわかり
やすいと思う。

目的とするものは、人権と多様性が尊重
された「人々が心豊かに安心して暮ら
し、共に新たな価値を生み出していくこ
とのできる」中野のまちの実現として考
えている。
具体的な責務を規定するかについては、
今後の検討課題としたい。

1

様々な人が様々な働き方をしている。従
業員も大事にするような文言を追加して
ほしい。

事業全般に渡っての責務を規定してお
り、ご意見の内容も含んでいると考えて
いる。

1

区は普及、広報活動や情報提供、活動の
支援等を行うとしているが、こういうま
ちづくりは知識習得や精神論など、理解
促進だけでは達成できないと思う。合理
的配慮に即したハード的整備も必要だと
思うが、そのことは書き込めないか。

ハード的整備の必要性は認識している。
負担とのバランスなどを考慮しながら今
後検討を進めていく。

2

この条例の内容は、中野にかかわる全て
の人の理解が得られないと達成できない
ものである。全ての人が知ることのでき
るように周知方法を考えてもらいたい。

シンポジウムなどの開催やあらゆる広報
手段を活用し、関連する条例による施策
や事業とも合わせて周知を図っていく。

活動する人が集まれる場所や、ネット
ワーク作りのサポートなどをしてもらえ
るのか。

既存のネットワークも活用しながら、今
回の条例の視点で支援を行っていきた
い。

この条例を価値のあるものにするために
は、実効性の担保が必要となる。地域の
中での横のつながりを作るためには拠点
施設は必要と思われる。区民、事業者が
ともに集える、多文化共生ホールのよう
な居場所を新設してほしい。複合的な施
設とすることで、つながりができると思
われる。

拠点施設については、施設整備の全体の
方向性や既存施設の活用調整の中で総合
的に検討していく。

1

審議会の設置は必要だが、審議会のあり
方として、推進状況に対する意見や取り
組みのアイディアについて、地域へも発
信しながら意見交換を行うことも必要と
思われる。
調査審議等については、取り組みが進ん
でいないことを追及するような役割と感
じられるが、審議会は発信や取り組みの
提案など、取組を前進させていくための
推進力となってほしい。

情報発信の内容なども事業の運営状況に
含めて報告する予定であり、審議会で
様々な取組への意見も出されることを想
定している。審議会の意見を聞きなが
ら、新たな取組についても検討を行って
いきたい。

５「区民の責務」について

６「事業者の責務」について

７「施策の推進のための取組」について

８「中野区人権施策推進審議会」について
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番号 意見の概要 区の考え方

2

条例内容に関し、浸透状況等の見守りや
チェックの必要性が問われる。この条例
が男女平等基本条例の内容を含み込むも
のならば、審議会の機能を明確にすべき
である。審議会は様々な分野から委員を
人選し、各課の進捗評価に合わせて、委
員による総合採点で評価してはどうか。
推進計画等を策定する場合も関与し、
チェックする機能を持たせてはどうか。

審議会の運営や各事業への意見の反映方
法については、他の評価制度との関係を
見極めながら検討していきたい。

3
審議会は年に何回、開催する予定か。 年に２回程度と考えている。定例での開

催とする予定である。

4

審議会で題材とするのはどのようなもの
か。

区民意識実態調査等の結果や事例、課題
や規定・ルール等のチェック内容と、そ
れらの見直し案などを考えている。

5

審議会委員について、再任を妨げないと
あるが、画一的な方法や馴れ合いを危惧
する。再任の回数は２回までとするな
ど、期間の上限を定めた方がいいのでは
ないか。

平等、公平性が担保されることや活発な
意見交換は大切であるが、現時点で任期
の上限回数を定めることは考えていな
い。

6

審議会委員の「関係団体が推薦する者」
はどの団体か。保護司会、民生児童委員
会は入っているか。

7

関係団体について、審議会に諮問した４
視点、男女共同参画、多文化共生、年
代・世代、障害に基づいて関係する団体
から選出してほしい。

8

中野区人権施策推進審議会では，委員と
して「当事者」参画の保障を明示すべき
ではないか。

委員については、当事者の視点を持ち、
当事者の状況等を把握している委員を選
出したいと考えている。

9

委員数の内訳は決まっているのか。 公募による区民の方は２人、学識経験者
は２人、団体推薦の方は６人程度と考え
ている。

10
審議会について、計画や施策をつくるた
めの審議はしないのか。

現在、この条例に基づく計画策定は考え
ていない。

11

男女共同参画基本計画に関する審議もし
た方が良い。

既存のルール等についても、審議会にお
いて、人権の視点で見直しを検討できる
ものにしたいと考えている。
基本計画そのものの審議は行わないが、
人権にかかわる総合的な視点を持って、
男女共同参画についても意見を求めてい
く。

12

区内の相談状況を把握することが肝であ
ると考える。相談が少ないと、今後の施
策や改善につながらないと思う。

庁内にも調査を行う予定であり、関係団
体にも相談状況を確認していく。

８「中野区人権施策推進審議会」について

中野区男女共同参画・多文化共生推進審
議会に携わっていただいた委員の所属す
る団体を基に考えていきたい。

3



番号 意見の概要 区の考え方

1

中野区の意識調査結果や実態を踏まえ
て、ニーズに即した支援、相談体制のあ
り方を検討してほしい。

条例の運用の中で検討していく。

2

SOGIに関し、カミングアウトできずに悩
んで困っている人がいる。相談の機会が
あることをしっかり周知してほしい。

性的マイノリティ相談をPRしていきた
い。また、必要に応じてその他の相談窓
口についても適切な案内をしていきた
い。

3

条例制定をするだけではなく、きちんと
理念に則って、窓口等できちんと対応し
ていただきたい。

職員研修やマニュアルの整備など、条例
の趣旨を踏まえて充実させていく。

4

相談機能というのは一般的な相談機能だ
けではなく、高度な相談に応えられる体
制が必要と思う。

法律による判断が必要な相談には、区民
相談における法律相談など、内容に合わ
せて他の相談機能と連携することで対応
していきたい。また、専門相談が必要な
場合は、国や都の制度や各機関の相談窓
口等とも連携することで適切に対応して
いく。

5

第１０、１１条案の実効性担保のために
も、審議会をうまく運営していくために
も人員が必要である。

人員確保策については、相談等の実状に
合わせて検討していきたい。

6

豊島区は相談の処理経過についてホーム
ページなどに掲載している。こうしたこ
とで区民に実績や有効な規定であること
を周知でき、次の利用に繋がるため、実
施を検討してはどうか。

審議会に報告する内容や相談事業の充実
を図る中で事例なども示していきたいと
考えている。

7
相談した後どうなるのかなど、フロー
チャートを作成してほしい。

各相談について、フローチャートなどわ
かりやすいものを整備していく。

1

障害者が施設利用で困っている場合に、
条例施行後はどのような道筋をたどって
いくのか。

内容に応じて、適切な相談窓口に迅速か
つ的確につなげるなど、調整していきた
い。

1

第１０条、１１条案の相談等について、
他の条例では「相談・苦情」というとこ
ろがあるが、「相談等」となると、カウ
ンセリングのようなイメージで、紛争解
決や差別是正には立ち入らないように感
じてしまうがいかがか。

この条例では直接的に個別事案を扱う審
査会機能は整備しない。個別相談で解決
できない事象が生じた場合には、審議会
の意見も聞きながら対応方法を検討して
いきたい。

1

男女共同参画の推進・多文化共生社会の
実現という文言とDV、セクシュアルハラ
スメント、LGBTQの性自認、国籍等によ
る差別のない街づくりという人権宣言を
この条例ではわかるようなタイトルにな
ることを期待する。

条例名等に挙げられたような記述はない
がご意見の主旨は条例の内容に備わって
いると考えている。

９「相談等に対する体制の整備」について

１０「相談等の処理」について

１１「相談等に対する体制の整備」「相談等の処理」について

１２その他、全体に関わることについて
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番号 意見の概要 区の考え方

2

条例の制定は遅すぎるぐらいである。
「まちづくり」という言葉が入ると、環
境整備のハード面を想像してしまうが、
今回の条例については「心のバリアフ
リー」というソフト面が重要である。
例えば「まちづくり」という文言を使わ
ずに「中野区人権及び多様性を尊重する
社会をめざす条例」とか、「中野区人権
及び多様性を尊重し共生社会をめざす条
例」などとした方がいいと思う。

共生社会の考え方は、条例内容に盛り込
まれており、「まち」はハードだけでは
なく、ご指摘のソフト面も含んでいると
考えている。
ユニバーサルデザイン推進条例の内容等
も合わせて浸透を図っていく。

3

答申の４ページの条例の考え方につい
て、第１条や第３条に反映されていると
思うが、差別禁止に関する規定がない。
明確に差別をしてはならないというルー
ルがない場合、第１１条にある指導につ
いて、行うのが難しくなってしまうので
はないか。差別禁止規定を条例に入れる
べきではないか。

この条文案における「指導」は、基準に
照らし合わせた適否を判断するものでは
なく、一般的な指導により支援機能を発
揮できるものと捉えているため、差別の
禁止規定の条文そのものを盛り込むこと
は考えていない。

4

この条例では 区、区民、事業者がそれ
ぞれ責務を果たすとなっているが、区外
在勤者、在学者なども含めた表現はでき
ないか。

すべての人が、と規定することが、来街
者も含むこととなると考えている。

5
少数派も大切にした条例にしてほしい。 少数派も多数派も含めて、差別のないま

ちづくりを目指していきたい。

6
SOGIに対する、差別を禁止する規定をい
れてほしい

人権全般に対する条例であり、ご意見の
趣旨も含んでいると考えている。

7

今回の条例で性的マイノリティの方に新
たに保障がされるのか。

条例内容の理解が促進されることで、
パートナーシップ宣誓の制度などをより
活用しやすくするなどの効果を見込んで
いる。

1

2

3

4

１２その他、全体に関わることについて

１３　ご意見としていただいたもの（条例案以外）

１の前文の説明文の中の、「差を感じやすいこと」の部分について「違いを感じ
やすい」にしてはどうか。

新区役所にも飲食が自由にできるスペースをつくり、区民が交流できたり、区民
一人ひとりの人権、心を守る為に必要である。

多文化共生全体の取組もきちんと進めてほしい。

障害当事者の立場から団体の育成などを行っている、認定NPO法人DPI日本会議の
報告書についても参考資料として審議会で活用してみてはどうか。
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1

（仮称）中野区人権及び多様性を尊重する

まちづくり条例案に盛り込むべき主な事項

１ 前文

（説明）

中野区は、令和３年３月に改定された中野区基本構想において、「国籍や

文化、年齢、障害、性別、性自認や性的指向などにかかわらず、誰もが地域

の一員として安心して暮らし、地域の特色や今までにない新たな価値が生

まれています」という１０年後に目指すまちの姿を掲げています。この姿

の実現のため、人権と多様性を尊重するための条例が必要と考えます。

男女共同参画社会の実現に加え、性的マイノリティや、約１２０の国と

地域から人々、年齢や世代、障害など、人々が違いを感じやすいことに関

して、お互いの人権や多様性に関する理解を深めていくことによる、さら

なる地域社会の発展が望まれています。

区、区民、事業者が力を合わせ、互いに地域社会の一員として活躍でき

る環境づくりを行うことで、人権と多様性を尊重するまちをつくることを

宣言したいと考えます。

２ 目的

（説明）

区、区民、事業者がそれぞれの責務を果たすことによって地域社会にお

いて理解し合い、協力し、新たな価値が生まれ、心豊かな暮らしにつなが

っていくと考えます。

日本国憲法は、基本的人権を保障し、個人の尊重と生命、自由及び幸福

追求に対する権利、そして法の下の平等と差別の禁止をその理念としてい

ます。

様々な個性や価値観を持つ人々が暮らす中野のまちにおいては、この崇

高な理念の下に、互いの人権と多様性を尊重し、これを認め合いながら、

共に新たな価値をつくっていくことが求められています。

また、全ての人が差別をすることや差別をされることのない環境、そし

て差別をされている状況を見過ごすことのない環境を整備することが必要

です。

私たちは、この理念の下で、全て人がその能力を発揮し、自分らしく、

心豊かに、安心して暮らすことができる地域社会を実現するため、この条

例を制定します。

この条例は、人権及び多様性を尊重するまちづくりを推進するための基

本理念を定め、中野区（以下「区」という。）、区民及び事業者の責務を明

らかにすることにより、人々が心豊かに安心して暮らし、共に新たな価値

を生み出していくことのできる中野のまちを実現することを目的とする。

別紙２
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３ 基本理念

（説明）

この条例において、全ての人に必要とされる基本理念を定めることが必

要と考えています。

様々な要因が重なり合う部分で生じる課題を捉える視点も必要と考えま

す。

４ 区の責務

（説明）

人権や多様性を尊重するためには、区、区民、事業者がそれぞれの立場

で必要な取り組みを検討し、実行していくことが重要です。

区は、この条例内容の理解促進のため、率先して情報提供を行うととも

に、区民や事業者の取り組みへの支援や、関係機関も含め、連携のための

調整を行います。

５ 区民の責務

（説明）

人権や多様性の尊重について、区民一人ひとりがさらに理解を深めてい

く必要があります。

地域活動等を通じて、お互いの個性や価値観を知り、地域社会を共につ

くる意識づくりにつなげていくことが必要と考えます。

６ 事業者の責務

（説明）

事業の運営全般において、環境を整えていくことが必要と考えます。

人権及び多様性を尊重するまちづくりは、全ての人が、性別、性自認、

性的指向、国籍、人種、民族、文化、年齢、世代、障害その他これらの複

合的な要因による差別を受けることなく、それぞれの能力を発揮し、地域

社会の一員として暮らすことができることを基本理念とする。

区は、基本理念にのっとり、区民一人ひとりが人権及び多様性を尊重し、

これを認め合うために必要な施策を総合的に推進するものとする。

区は、施策の推進に当たっては、区民、事業者及び関係機関との連携及

び調整を図るものとする。

区民は、地域社会の一員として、交流、つながり等を通じて、目的とす

る中野のまちの実現に寄与するよう努めるものとする。

区民は、区が推進する施策に協力するよう努めるものとする。

事業者は、施設、商品及びサービスの提供その他自らの事業を通じて、

人権及び多様性の尊重に努めるものとする。

事業者は、区が推進する施策に協力するよう努めるものとする。
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７ 施策の推進のための取組

（説明）

施策は、多くの人に知ってもらうことが必要であり、区はそのための普

及及び広報活動を行うとともに、区民等の同様の活動を支援する必要があ

ると考えます。

人権や多様性を尊重するための学びは、生涯にわたり学んでいく機会を

つくっていく必要があると考えます。

８ 調査研究等

（説明）

区が事例や関連情報を集め、調査研究を行うことで、施策の推進や相談

事業等に生かすことができると考えています。

区は、施策を推進するに当たり、その普及及び広報活動等を行うものと

する。

区は、区民及び事業者が実施する活動で施策の推進に寄与するものを促

進するため、必要な情報の提供及び当該活動の支援を行うものとする。

区は、社会教育その他生涯にわたって行われるあらゆる教育の場におい

て、人権及び多様性を尊重し、これを認め合う意識を醸成するために必要

な取組を行うものとする。

区は、施策を効果的に実施するため、調査研究及び必要な情報の収集に

努めるものとする。
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９ 中野区人権施策推進審議会

（説明）

区を取り巻く周辺環境の変化や対応の必要な具体的事柄が発生した場合

にも柔軟かつ適切に対応していくため、審議会の設置を考えています。

１０ 相談等に対する体制の整備

（説明）

国、東京都との役割分担を踏まえ、区は基礎的自治体として、地域に身

近な位置にあることを踏まえ、相談等に適切に対応するための必要な体制

を整備します。

人権及び多様性を尊重するまちづくりを推進するため、区長の附属機関

として、中野区人権施策推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。

審議会は、次に掲げる事項をつかさどる。

１ 人権及び多様性の尊重に関する事業の運営状況及び相談等の状況に

ついて区長から報告を受けること。

２ 区長の諮問に応じ、人権及び多様性の尊重に関する重要な事項につ

いて調査審議し、答申すること。

審議会は、前項各号に掲げる事項に関し必要があると認めるときは、人

権及び多様性の尊重に関する重要な事項について、区長に意見を述べるこ

とができる。

審議会は、次に掲げる者のうちから、区長が委嘱する委員１０人以内を

もって組織する。

１ 公募による区民

２ 関係団体が推薦する者

３ 学識経験者

審議会の委員（以下「委員」という。）の任期は、２年とする。ただし、

再任を妨げない。

委員が欠けたときは、補欠の委員を置くことができる。この場合におい

て、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も、同様とする。

区は、国及び東京都との適切な役割分担を踏まえ、区民及び事業者から

の人権及び多様性に関する相談等に的確に応じるために必要な体制を整備

するものとする。
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１１ 相談等の処理

（説明）

相談等があった時は、関係する事業等の内容を調査、情報収集に努める

とともに、課題解決のため、必要に応じて助言や指導による支援や解決の

ための環境整備に向けた対策などを行うことを考えています。

１２ 委任

（説明）

この条例本文で規定していないものは、規則等で定めることを考えてい

ます。

区長は、区民及び事業者からの人権及び多様性に関する相談等を受けた

ときは、必要な調査を行い、助言又は指導を行う等解決のための支援を行

うものとする。

この条例の施行に関し、必要な事項は区長が定める。


